






























































































































































































書きされたり題篭が貼られたりしています。また、本の内部にも、作品そ ものとは別に奥書が記されたり刊記が印刷されたりすることがあります。時には、書写者や所蔵者が、朱書きをしたり付菱を貼ったり、蔵書印を捺したりする場合もあります。それらは、作品の成立や ・出版の経緯を示すだけでなく、その本が今日までどのように読まれ伝えられて来たのかということをも明らか してくれます。表紙〈ひょうし〉裂表紙くきれぴようし〉（布表紙）と紙表紙〈かみびょうし〉とがあります。本を保談するためだけでな 意匠としての意味も持っていました。美腿な裂表紙 は 錦〈にしき〉・繍〈ぬいとり〉・殿子〈どんす〉などが用いられました。また、紙表紙でも、丹色〈にいろ〉や栗皮色〈くかわいろ〉のも 、紺地に金泥〈きんでい 施したものなど、実に多様です。江戸時代後期には美麗な錦絵〈にしきえ〉を印刷した刷付け表紙も出され した






































































































































































































































































































































































ら（・寺 ＧＩ＃ 二”／し人乃６、鰯嘘蝿、３，か 含ｊいりへｖ、ｖノ マヘｒｆへ〃 ‐
， 刺 ‐ 、 や 、 ， 働 杓 り 式 凡 Ｙ か ｊ い ふ 生 〃 ‐ き 〃 “ 令 ， Ｋ “ ７ ● 、 て ・ 動 、 の ↓ か や ４ １‐？，．』，諺公〃ｆＵｊ１，；き
り
楮紙くちよし〉楮〈こうぞ〉の繊維で製した料紙。日本の本の材料としてはもっとも代表的なもの す。このうち、厚手できめの細かい白色のものを奉書紙〈ほうしょがみ〉 縮緬ような雛のある を檀紙〈だんし〉と呼びます
｜ ‐ ‐－－ーー~ー~ー－
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〃烏島Ｌ１み’し９， ”しゾイノ象ソ』わ．ＬＹｆノ斗陰ｊダム，ｉ５ｊ２伺尋ノ３ ヅｒもｊｙ，ｆγら‐’んみ 礎Ｊ‐，ＩＩＩＩ伽 、冬 嘩炭？埴〃７４でごぴち」‐贈え熱ｒ‐‐～。‐ｌｆｆｌｊｊシ』髭 恥叫、、１１訊献』ｗ”Ｙｊ営ｏＩＩｌｊＪｆ》《藷画銅何Ｌウ杜ｐ４ｊ″杣４－
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寺版西大寺版・法隆 版・〃講舗珊然鰡鯏織溌耐東 ・根来 浄土教 秘鴎淵砺碓灘踊誕雅溺などがありました。
鋼為鱒鮒哩蛎嘩蛎泳勝匙忙室耽沖仏卓『艇一暴迅別心的姓舟糺孟切符蒋諭諭牝愈屯鍬縮愈累蕊甥鮎錘鬼祉を附脆肯郷比
坐
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◎中野三敏雰雛学談錠江戸の板本」（岩波書店）◎川瀬一馬著・岡崎久司編 書誌学入門』（雄松堂出版）◎山岸徳平『書誌学序説』（岩波書店）◎藤本孝一『日本の美術ｚ艮獣古写 の姿」（至文◎藤本孝一「日本の美術ｚ呈望「明月記』Ｉ巻子本の姿‐坐 至文堂）◎山本信吉『古典籍が語るｌ書物の文化史‐坐（八木書店）◎櫛司節男冒内庁書陵部書庫渉猟ｌ書写と装訂‐坐（おうふう）◎橋口侯之介「誰産きる啓物の世界和本入門』（平凡社）◎遠藤諦之輔「古文書修補六十年ｌ和装本 修補と造本ｌ』 汲古
院）
※本展示「和書のさまざま」は、当館ホームページでも御覧いただ
けます。胃ｇ二言言言・昌一・胃言亘８⑦ミミ畠・宣旨（「催し物」ページ内「ヴァーチャル展示函和書のさまざま」）
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※次回予告
人間文化研究機構連挑展示
平成十九年五月二十八日（月）～六月十五日（金）
土曜開室、日曜休館幻の博物館の〃紙″
ｌ日本実業史博物館旧蔵コレクション展Ｉ
※本普の綱築には加牒昌猟雌教授の手を煩わせた。銘記して感謝し
たい。
※表紙は龍門文雌覆製雛刊『雑念集』 番影である。特殊な形態の
見本として許可を得て口絵とさせて頂いた。
※製表紙は著名な中国の蔵諜家陳鰄の蔵瞥印である。図像の蔵普印
は我が国には稀であろう。林叩消緬『中国蔵脊家印騨一による。
〒一四二’八五八五
束京都品川区豊町一’一六’一○
国文学研究資料館普及・連携活動事業部
電話○三’三七八五’七一三一
（平成十九年四月十六日改訂）
－42－
ISBN978-4-87592-126-4
平成十九年四月十六日（月）～五月十八日（金）於国文学研究資料館二階展示室
’
鋤傷翻柵
